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ったので しょう。 きっとすてきな思い出とし

て残 るに違いありません。

ふだんは忙 しくて工作どころではない何人

かのお父さんお母さんが、一生けん命作 って

いるのも、ステキで した。

子供達が誰に強いられるでもなく、一生け

ん命になれることってすばらしいと思います。

自然の持 っている力が、心の奥の何かに語 り

かけて くるからなので しょう。造形教室をや

っていると、どんなきっかけを作れば子供達

の心に触れて創作

意欲を湧かせてく

れるかと、いつ も

悩みますが、なか

なか子供達がみん

なそれぞれ違 った

感性を持 っている

から当然の ことな

のですが、 自然の

多様 さは、恐 らく

河 原 版
ふだん造形教室では、せまい中で工作の時

など、のこぎりがぶつかり合いそうな状態で

やっているのですが、今回の広い自然の中で

の制作は、ほんとうに心が解放されるような

思いが しました。子供達の制作する姿も、で

きた作品も、いつ もとはかなり違った、力強

さとのびやかさが確かにあつたと思います。

それは、私が自分で教室の中で試作 した作品

と比べてみても一目瞭然で した。私は調布に

実家があるものの、六年前までずっと他で暮

らしていたので、

実はカニ山は周り

をあるいたことが

あるだけで、あの

広場は今回はじめ

て足を踏み入れた

のです。こんなす

てきな場所を今ま

で使わずにいたな

んて、もったいな

カ

子どもの造形教室主宰 山 本 靖 子

いことをした、と思いました。これから春に、

夏に、どんな自然が顔を出 して くれるのだろ

う、と楽 しみです。

子供達の作品は様々で した。ライオ ン、 ロ

ボット、弓矢、何でもないもの、クワガタ…。

はじめから作 りたいものがあって、それに適

した枝をさがす子、たまたま拾った枝から何

を作ろうと考える子、いろいろです。 5才の

男の子が、何本 も足のあるもの (ム カデ ?)

を作 りたくて、ずっと長い間のこぎりで枝を

切 っていました。彼にはのこぎりは初めてだ

どんな子供達にも例外なく、何かを感 じさせ

てくれるだろうと思います。

どの子 も、そしてどの大人 も、あのカニ山

の空間の中で自然との対話ができたこと、そ

して、そんなことができるということが、今

の時代には、かけがえのない幸せな、大切に

しなければいけないことだと感 じます。

「 また会おうね」 と、あの日は じめて会 っ

た子に声をかけました。そんな気持ちにさせ

てくれた一日で した。

山  で



3を こ し カザ き

月日}i起餞――・〕鷹馨 (rlヽ 3)

ぼくはかれえだぞうけいで、 くわがたのとんでいるところを作

りました。はっぱの羽の上にこうらをどのようにつければいいか

と、考えていると、いろんな人がア ドバイスをしてくれたのがう

れ しかったです。おかげで くわがたが、とてもじょうずにできま

した。 くわがたを作 り終わってから食べたやきいもは、家で食べ

るより、おいしく、元気がでました。お母さん も「 いきたかった

なぁ」と言ってました。

「 枯れ枝造形と焼いも」に参加 して

)も

力:り に 日本髪生くた

小 宮 直 実  (お母さん )

家族全員で参加させていただきました。ノコギ リ、クギ、カナ

ツチなど普段使わないものを子供と一緒に使い、馬を作 りました

が、足の長さや太さが合わず、一度では上手にできませんで した

が、親子共々楽 しく過ごせました。枯れ枝で何を作るか構想する

のに時間がかかったため、 もう少 し時間があれば良かったと思い

ました。また参加 したいです。「 ヤキイモ」おいしかった。
ヽ

ほ・



お か も と ま さ き

師司 コト 瀾饉 召L (小 3)

お か も と

岡 本 ま お  (rj、 1)

い ち も ん し  ま ゆ み

一 文 字 員 弓  (小 1)

まわりがきれいできもちよかったです。作ひんもうまくできま

した。木でつくるのもたのしかったし、やきいもも、おいしかっ

たです。

楽 しかったです。

まわりの人がいっぱいだったのでおかあさんとおとうさんをさ

がすのがたいへんで した。木でつ くるのがなにかわかりませんで

した。でも木でつ くるのもおもしろかったです。

さいしょなにをつ くっていいかよくわからなかったけれど、イ

タチの頭のような形をした木を見つけたので足をつければなにか

になるかなとやってみました。本はおもたくてなかなかわたしの

見つけた足では立ちません。おかあさんと手としっぽをつけたら

、んなきょうりゅうができました。

一 文 字 恵 子  (お母さん)

材料と道具その上ヤキイモまで準備 して下さって、なかなか家

族だけでは出来ない事に恵まれて楽 しかったです。

ヽ
ヽ



あいかわらずの

武 居 み き 子

カニ山

はじめて野川で遊ぶ会の'枯れ枝

造形と焼きイモの会"に参加 しまし

た。私は調布で生まれ育ってきまし

たので会場 となったカニ山は昔よく

訪れたなじみ深い場所ではありまし

た。とはいうものの、中学校を卒業

してからは一度 も足を運んだことも

なかったので、"カニ山'の存在は

私の中で完全に

消し去 られたも

のになっていた

のです。

何年ぶりかの

カニ山はやはり

私が遊んだカニ

山とは少 し変わ

っていましたが、

おおむねは変わ

かされました。一番変わってしまっ

たのは自分で、子供のころなら、つ

くしやタンポポ、どくだみなどなど、

どこにあっていつ出てきたのか何の

苦労もなく知っていましたが、今は

毎日ただ家の前のバス停から学校ま

で眠りなが らの往復で、そういった

自然の呼吸のようなものはなにも聞

こえなくなって

1 しまっていたよ

うです。だから

といって、カニ

山にいったこと

を境に、調布の

自然に目覚めて

'ど うこう…とい

ったことは多分

なく、これか ら

らず、高速道路の下をぬけると急に

あたりが山の匂いに変わってくる感

じはそのままで した。ここ何年か、

調布の自然 も様がわりして、毎日の

通学路の景色 も住宅地になったり、

開発整備されすぎた味気ない公園に

なったりとだんだん変わっていきま

した。調布 もつまらなくなってきた

な、と週末は奥多摩や秋川、高尾の

方などに遊びに行ったりしていたの

ですが、よく見てみると、わざわざ

遠出しなくてもこの周りにもまだま

だ自然が残されていることに気がつ

も毎日眠りこみなが ら調布を出てゆ

くのだとは思いますが、すぐ近 くに

あいかわらずの同じ姿で、カニ山の

ような自然があると一時でも再確認

できたことは私にとってうれいしい

出来事で した。



生態学初志

4月 から生物学科の学生になりま B
す。僕は生物学の中でも特に生態学

という分野に興味を持っていますが、

今回は トンポからはちよつと離れて、
基

生物学 (特 に生態学)に対する初志

のようなものを書いてみたいと思い

ます。             。

生態学 (エ コロジー)に はいくつ

かの定義があります。ひとつは『 生

物と環境 との関わりあいについての
ネ

学問』というものがあり、地球環境

保護問題一般を『 エコロジーJと 呼

ぶのは、 こちらの定義か ら派生 して
,

きたようです。また、『 生物の生活

に関する科学Jと いう定義もありま

す。僕が特に興味を持 っているのは e
こちらの方です。

『生物は互いに関わり合っている

ので、公害により生態系のバランス
電

が崩れると…Jなんていうのは最近

よく耳にしますが、では、生物同士

は一体どの様に関わりあっているの
。

か ?こ ちらは、意外と分かっていな

いことが多いと思います。単純な食

う一食われるの食物連鎖だけで、生 .
態系のバランスが保たれている訳で

はないことを、近年の生態学の成果

～環境問題から関係問題へ～

(上村 佳孝)

が語ってくれているようです。

例えば、真珠を取るために養殖 さ

れてるアコヤガイ。海水中に漂 う藻

類をこしとって食べるこの員が捨て

た (餌を取るときに一緒に吸い込み、

餌だけ濾過 した残りの)海水では、

藻類がよりよく育つという。つまり、

人間がアコヤガイの養殖を始めるず

っと以前に、アコヤガイは『 育てる

漁業」を始めていたのです。

例えば、今年のセンター試験問題。

水生昆虫マツモムシは、 2種類の餌

のうち、 (餌の種類に関係なく)多

いほうをより好んで食べたという。

トキなどの希少種の保護に躍起にな

っている人間は、この小さな昆虫に

畏敬の念をもって接するべきかも知

れません。

頭は悪 くても、生物は本当にうま

くやっているようです。人間関係 と

同 じように、生物間の豊かな関係 も

共存の中で培われるのかも知れませ

ん。その生活の知恵には人間の学ぶ

べきものがたくさんあると思います。

生物学は『 生物を学ぶJの ではなく、

『生物に学ぶ』 ものだと思っていま

す。



9月 24日 にカニ山にキャンプに行った。ぼ くたちは本当に少な

かったけど、城山にきもだめしに行 った。

山の中は本当にくらくて 5メ ー トル先は何 も見えなかった。木が

足に当たったり、ささの葉が当たったりして痛かった。最初にあま

り広 くない広場があった。それから、もう一つさっきのよりは大き

い広場があって、その帰り「道にまよったんじゃない。」と言った

けどちゃんと帰れた。

とても楽 しかった。

≠ タクノ ご楽 ι〃
'フ

オごご

ふ  ι〕 た 」ヒl Lあ  覆菫| (llヽ 5)

キャンプでぼくのもってきたライ トで木をてらしていたらコウモ

リがでてきました。だれだかしらないけどみんなで「 コウモリだぁ

～」といいました。

ずぅ～っと木をてらしていたらコウモリが次々にでてきました。

とても楽 しかったです。

メ こ
~ノ さ と し (小 5)
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村 田 幸 夫

祭
大学 3年

収穫祭でモチつきをやるというの

は、自分にとって初めてのことで し

た。当日の朝、少 し遅れていくと、

もうすでにモチつきは始まっていま

した。とりあえずアンコ、黄な粉、

納豆等のモチを食べさせてもらって、

豚汁をすすると、早速声がかかり、

初めてモチつきを体験することにな

りました。

まず、ふっくらと炊 き上がったモ

チ米を自の中に入れ、メシ粒がとば

ないように、少 しネパ リが出てくる

まで数人が小さい杵でコネくり回 し

て、それから大 きな杵でモチつきが

スター トします。一見簡単そうに見

えて実際にやってみるとそうでもな

い、というのが第一印象で した。な

にしろ杵がけっこう重 く、そして大

きいために狙いをなかなか―点に定

めることができません。 しかもそん

な状態でモチをひっくり返す人や一

緒にモチをつ く人との リズムを常に

一定にしなければならないので、な

かなか重労働で した。でも、モチつ

きというのは、やってみるとなんか

楽 しくなってきて、気が付 くとずっ

とモチつきをやっていました。その

ため次の日から三日間は、ずっと筋

肉痛…。でも、そのモチつきのあと

に頂いたビールがまた最高で、自分

は酒やタバコはそんなにやらないの

ですが、こんな気分のいい酒は初め

てでした。 しか し、それよりもやは

り、自分でついたと思って食べるモ

チはもう各段で、とてもいい思い出

を残すことができました。

今回自分は二十歳になって初めて

モチつきをやったのですが、この収

穫祭に参加 して思ったことは、モチ

つきというのは最近ではあまりない

ので、モチつきを見たことがないと

いうのはもちろんですが、つきたて

の生モチを一度も食べたことがない

という子供が多いのではないかとい

うことです。 もし、市販の煮たり焼
‐

いたりしないと食べれないモチ しか

知 らず、モチつきの存在そのものを

知 らない子供がいたとしたら、とて

も悲‐しいことだと思いました。その

ためにも、この収穫祭を続けてほし

r1^ 4\rfi,(at6r(,ftr^ffi a\6fifr6fi
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野 ′I:流 域 調 査 報 告 の 概 要 ⑥

大西友幸   □■口 :目 h:T■ ロロЧ uni (大 學生 )

(1)1/5000地 日「 若葉」の解説
入間川 はあ まりお も しろ くないのですが、責篇公園か ら績 くハケの緑 の規模の大 ききに

は驚 か され ます。緑の環境 保存地区や保存樹 木の指定状況 を見て くだ さい。
つつ じケ丘膵の南側 の畑か ら績 く水路跡 は、野川 と入間川 とに挟 まれた高壼のわず かの

低地 を走 って います。 その水路跡 に沿 って廣 い農地が存在 して います。

(2)保 存樹木番付 (獨 晰のベス ト20)
カ ッコ 〔―〕内 はその場所 を含む地目名

保存樹木 は小金井市 /府 中市/三 鷹市 /調 布市 /狛 江市 /世 田谷目が各 々指定 .

(国 分 寺市 は封象外 )

①調布入 間町三丁 目 NQ4 3 6・ 464・ 434 〔人間〕
:ハ ケ緑或 いは屋敷 森.39本 .巨 大 なけや きが あ ります。

②調布佐須 町四丁 目 HQ2 9 4・ 5380409 〔佐須〕
:屋 敷森。 34本 .佐 須 の用水沿 いに廣が る水 田や畑の農家 の屋敷森です .

③調布深大寺元町三 一二 丁 目 IQ3 9 5・ 300・ 270305 〔深大寺 ―佐須 〕
:ハ ケ緑.30本 .緑 の環境保全地区h395な どに隣接 して います。城 山の南斜面 .

④調布深大 寺南町四丁 目 Ha25 8 0 54 8 〔佐須〕
:屋 敷森 .53本 .綸 堂 の農家で、調布市指定 の ヒイラギ、 カゴノキがあ ります。

⑤調布東つつ じケ丘  IQ3 8 3・ 481・ 65 〔入間〕
:屋 敷森或 いはハケ緑 .48本 .野 川 と入間川 との間の高壺が切れ る所 です。

③小金井前原町三丁 目 HQ l l周 邊  〔小金井 ―前原〕
:ハ ケ緑 .質屋坂 の南 にあた ります。

⑦調布入 間町一丁 目 h536 〔入間〕 :ハ ケ緑 .2000本 .NTT中 央研修セ ンタ .

③調布若葉 町一丁 目 m292054027a 〔若葉〕
:ハ ケ緑 . 7本 .緑 の環境保全地 EIQ3 3 3な ど と連績 .

⑨三鷹大澤六丁 目 No2 7 7周 邊  〔大澤〕
:屋 敷森 .し ん ぐるまの農家.温 生花 園の封岸 .

⑩調布 園領八丁 目 h328 〔大 町〕   :59本 .國領 回地 .

①調布柴崎一丁 目 h199・ 401・ 399な ど  〔柴崎〕
:屋 敷 森.80-90本 位 .昔 、用水路が この付近 を通 っていて、農家が集 ま ってい ます。

⑫調布深大 寺東町八丁 目 h780460 〔野 ケ谷〕
:ハ ケ縁 .84本 .入 間川水源付近 のハケにあた ります。

①調布若葉 町一丁 目 腱 118 〔若葉〕  :33本 .桐 朋學 園

⑭狛江東野川四丁 目 Ha2 1 5 〔入 間〕  :竹 林で 4491r.
⑮三鷹大澤 二丁 目 HQ2 5 3周 邊・ 581周 邊  〔大澤〕

:屋 敷森。三鷹大澤豊 小の南方 .

⑮調布深大 寺南町五丁 目 h558 〔佐須 〕 :屋 敷森.36本 .か に山の上 .

⑭調布佐須 町一丁 目 In4 7 0 〔佐須〕
:屋 敷森 .33本 。 東京 都指定の椰 寺丸 (か きの本 )が あ ります。

⑬調布深大 寺北 町五丁 目 HQ1 8 1 〔野 ケ谷〕

:屋 敷森 .21本 .緑 の環境保全地 巨鳳 549と 隣接 しています。

⑩調布深大寺東町四丁 目 h557 〔野 ケ谷 〕

:屋 敷森 .20本 。 この他 に も周邊 には屋敷森が多いです。

④調布深大 寺元町三 ―五 丁 目 HQ3 1 80 1 2 9・ 130 〔深大寺〕

:ハ ケ緑或 いは雑木 林 .25本 .深 大寺通 りの南側 の斜面で、深大寺の森 に績が ります。

以上 は野 川流域 の案 内です。仙川流域 な どや、多摩川に近 い崖線に も保存樹木 はあ りま

す。 また前回同様、野 川の下流 は封象外 です。

また、今 回 は寺社境 内の保存樹木 は封象外 (寺 社佛閣番付で扱 います )で す。

※小金井 市 /三 壼市 /世 田谷日の保存樹木 は、一本ずつ番臨 を付けています。

調布市 /狛 江市の保存樹木 は、地歴 (所 有者 )ご とに番号 を付けています。

小金井市 /三 鷹市の保存樹木は、資料 を入手 していないので、番付入 りが少な くな って

い ると思 います。



水路の生 き物たち

4月 29日 (土)に、毎年恒例の『 水路の清掃&生 き物調査』がおこなわれ

ました。当日の僕の不勉強による説明不足を補いつつ、観察された生き物た

ちを紹介 しようと思います。

まず、子供達に大人気のアメリカザ リガニ。水路の至る所で多 くの個体が

捕まえられました。腹部 (尻尾)の部分の足が長いのがメスです (当 日は不

勉強で質問にお答えできませんでした…)。 メスはこの足で卵、子供を抱き

ます。ザ リガニの親戚のヌカエビも水路の深いところでたくさん採れました。

魚としてはたんぼになじみの深い ドジョウが 3匹ほど採れました。流れを

好んで住む生きものとしては、カワニナ (ホ タルの餌になる員)や シマアメ

ンポ (体が丸 くハネがありません)の ほか、オニヤンマのヤゴが見つかりま

した。去年生まれのチビから推定年齢 3歳 (あ るいはそれ以上)と 思われる

大型のものまで、泥底の所で見つかりました。他にオオアオイ トトンポとシ

オカラ トンポのヤゴが見つかりましたが、全てカニ山の方から流れてきたも

のでしょう。 シオヤ トンポは成虫が見られました。

そのほかの水生昆虫としては、カゲロウ (モ ンカゲロウの仲間を含む 3種 )

とカワゲラ (2種、カゲロウと共に正式な名前を調査中)の幼虫が見つかり

ました。エラの形やついている場所が水生昆虫の見分けのポイントになりま

す。 トビケラの成虫 もみられました。これらの昆虫の形と住み場所の関係を

調べてみるとおもしろいかも知れません。夏休みの課題にいかがで しょうか。

清流の象徴であるセキショウモが生える水路ですが、 ミズムシ (水中のダ

ンゴムシのようなもの)や アカムシ (ユ スリカの幼虫)・ モノアラガイなど、

いわゆる汚い水の生き物 も多 く、メンパーの顔ぶれは多様で した。

水路 とその周辺では、クレソン・ キツネノボタン・ ヒメオ ドリコソウ・ セ

イヨウタンポポ・ ウシハコベ・ ハハコグサ・ ハルノゲシ・ カラスノエンドウ

などが花盛 り。食べ られる野草 も意外とたくさんあり、舌でも春を楽 しめそ

うです。子供達に踏まれたカキ ドオシ (シ ソ科)のすがすが しい匂いが しま

した。耳を澄ませばカワラヒワののんびりした声が聞こえて来ました。水路

の周りには五感をフルに使って楽 しめる春の自然がありました。 (上村)

―
―――――

この部分の足が

長いのがメスです
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ふ らりと参加 した田んぼ作

誘いを受けたのが 2日 前。軽い気

持ちで参加 しました。下 2人の子供

達には「 相談もせず勝手にスケジュ

ール決めて」と責められましたが・・・。

用水路内の子供達は楽 しそうだった

し、真剣で した。そんな様子やまわ

りの景色をばんやり眺めていると、

時間や行動などの規制をあまり受け

ず、やりたい人がやりたいように事

が進む中で肩の力がぬけ、何かゆっ

たりしたものを感 じました。

何かを したら何かを得よう、得て

ほしいと思う気持ちがいつもどこか

で働いていたように思います。が、

今日は参加するだけで、どうでもい

いやと思う私の気持ちも作用 したの

かも知れません。いつも企画する方

なので参加 して下さった人はどう思

われたかな、楽 しかったかな、と気

になっていたのかも知れません。

午後は班遊びがあるからと4年生

の三男は父親と帰 りました。「田ん

ぼの仕事つまんない。早く帰ろう。」

と言 っていた 6年生の次男。 ところ

が…、苗床のまわりに水が来ないの

を見たとたん、やりたいと思 う気持

が湧いたようで、急に働き出したの

です。「 もういいよ。帰ろう。」と

り
一 社

言う私の声 も届かず、最後までやり

通しました。「仕事イヤがっていた

のにどうしたの」と聞 くと「 こうい

った機会はめったにないからやった」

との答えでした。夫も子供の時にか

かわったことのある日んぼを思い出

し「会員になってもいいな一」 と一

言。

ふ らりと参加 したことで、いろん

な事を考えた一日となりました。最

後に…。私の生まれた所は福岡です。
‐

子供のころ、川にな (田 舎での呼び

名はほうぜ)がたくさんいてホタル

が飛びかっていました。 ♪ほ・ ほ・

ほたるこい。あっちの水はにがいぞ。

こっちの水はあまいぞ。ほ・ ほ・ ほ

たるこい♪と歌をうたいながら、ホ

タルかごに採集 していたことを思い

出します。 ところが、 2年前に帰省

した田舎では、河川工事が進み、数

ひきのホタルしかいませんで した。

トキと同様t自然界ではホタルも他

の生き物 も見ることは出来ず、 SF

映画のような記録フイルムを見るよ

うになるんで しょうね。カニ山 (ほ

たる園)の囲いの網の中で見たホタ

ル。群れ飛ぶホタルの中で育 った私

にはとてもショックで した。
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ザ リガニ達の叫び
境ヨ 不IJ Dて

ザ リガニ、オニヤンマ、シオカラ トンボ、糸 トンポなどこれらの昆虫たち

は人類の発生するはるか昔から住んでいる先住民 (虫)です。 これらの昆虫

を調布で観察できるのはあと僅かの期間かもしれません。

さて、 4月 29日 '野川で遊ぶまちづ くりの会'では佐須用水路の清掃お

よびたんぼの周辺に住む生き物の調査 と観察会が開かれました。依田さんの

お誘いで気軽に参加、弁当でも食べにとでも思い、出かけました。最近は昆

虫の数が激減 してきたことを実感 した次第です。本来新参者の人間の方が遠

慮をすべきであろうと思いますが、自然保護も考えないくらいわがままにな

っているようです。

ザ リガニたちは口をそろえて、はさみを鳴らしてこんな風に話 しているの

かも…「 ぼくたちの住むところが少なくなったなぁ。引っ越す場所 も無い し、

どこへ行 っても汚いし…」

堀  風 ‐斗   (Jヽ 6) 堀   悠 吾    (/jヽ 4)

面白いと思った。

いろいろな種類があると思った。

日本ザ リガニだと思ったのにアメ

リカザ リガニだったから、がっか

りした。

一回目で銀ヤンマのやごを二匹捕

まえたから、うれ しかった。

竹の棒にするめを付けて釣 りみた

いにやっていたら、一匹だけ小さ

いのが釣れたのがうれ しかった。

たの しいと思った。

来たかいがあったと思った。

いととんぼのやごとか、みずむ し、

というのがわかってよかった。

今度友達に教えようと思った。

今度また行きたいと思った。

tメ 亀〆

`馴
X3てX3て議 慾 X3て

…

馴 X3てお3て議 馴 馴 x3て幽 x3て
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「遊ぶ会」活動メモ (1994年 11月 ～ 1995年 4月 )

11/3 もみす り

ワラが大量に混 じっているので 2回することできれいになった。昨年より俵 (袋 )

の数が 3つ位多そうだ。

11/7 精米

モチ 2 1kg、 ウルチ 1 1 9kg、 昨年より2 0kg以上多い。

11/23 収種祭       ・

竹内喜好 さん宅からお借 りしたもちつき道具一式をセットし、モチ米 2 1kgを

10日 に分ける。一日目をつき終え、お供えにして大家さん宅へ。二自目か らあ

んこ、おろ し、納豆、きなこ、のりでまぶ し試食開始。それまで冷たい水の中、

林、畑で遊んでいた子供達 も一斉に集まり総勢、親子 60人余 り。店で売 ってい

るモチに比べてはるかに粘 りがあり、甘みもある。子供達もモチつきに加わり最

高のひとときだ。

※「 消費者まつ り」のイベン ト「 かか しコンクール」の「 かか し供養」を依頼 されて

いたので同時に行 う。たき火の炎と共に天に昇っていった。

12/3 堆肥つみ

カニ山の落葉を集め リヤカーで運ぶ (3回、 40袋位)。 これに鶏糞 とヌカを混

ぜ合せ、板囲いをした中へ入れ、水をかけて踏み込んだ。

1/29 田んぼの反省会

農業高校の集会場を借 りて食事を しながらの楽 しいお しゃべりの会。深沢いぶき

ちゃんの「 田んぼの絵 日記」に感服 .

会 員 募 集 中 いつしょにあそぼ~ 
―

』目■ ― ― 甲   ― も` つ し よ :こ abぞ Iま ―

「 野川で遊ぶ まちづ くりの会」では、仲間を募集 しています。

年会費   1口  2, 000円 (1日 以上何 口でも)

申 し込み、連絡先

〒 182 調布市仙川町 1-31-6
TEL 03-3326-8285  代表  尾辻義和



2/12 冬の摯木林で違ぼう～枯れ校遺形と焼いも～

50人の親子がカニ山の枯れ枝で造形に挑戦.馬、クワガタ、弓矢や大人には理

解できないものもあり、子供の想像力のたくましさに感心させられました。つつ

じケ丘で造形教室を主宰する山本靖子先生が指導してくれました。

3/5 荒起し及び堆E返 し

冬草が伸び、耕うん機にからまり困難な作業。機械の調子も悪く難渋したが掘り

返された土に春を感 じる。

3/12 畦の革刈りと田の除車

カマと手で行ったが前々日の雨の後の作業で、草根の泥がとれにくく作業ははか

どらなかった.

3/21 第 2回荒起 し

4/9 除革

草ボウボウで手で取り始めたが取りきれず、通りかかった二つ木さんの助言で耕

うん機で行う。

4/16 苗床作り

地図を区切ってスコップで起す。予想外に草が生えていて大変。堆肥を 2ケ ース

入れる。他に堆肥の天地返し。

4/29 佐須の用水路の清掃と生物鋼査

会の発足直後から始まったこの催しもこれで4回日、ゴミの量が目立って減りま

した。生物の数は昨年の異常渇水の影響がかなり少ない。しかし、おにヤンマの

ヤゴをすくったときは一同歓声をあげた。今年は会発足以来の会員、上村君 (当

時は中三)が講師となった。

※当時からトンポ少年の愛称で呼ばれた上村君はマニアといっていい程、 トンポや昆

虫、魚や鳥に詳 しく、しかも生態系や環境問題という視点で考えていて感心 しまし

た。会の活動の中から生物の研究者として生きて行きたいと決意し、このたび希望

通りの大学の理学部生物学科へ入学したことは本当にうれしいです。(文責 依田)

[■集手帳]

4才の息子が「 ファミコンよりも好き」 というほど、ザ リガニとりに熱中 しています。

日頃の感謝をこめて今年 も用水路の清掃を行いました。

2月 に発行する予定が、 3ケ 月も遅れましたことをお詫びいたします。その分今号は

原稿が豊富で 16ページだてと充実 しています。

盤主主主上士:i爵:■|=II…
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ン ボ 報 告 (第 5回 )

収穫祭も終 り、シーズンオフの我が田ンボ。

(来年はセイロ、オカマを買おうじゃないか !

との声 も上がった収穫祭。そこである日布多

天神のガラクタ市で出ているのをみて聞いた

ところ一式 3万円しました。新品ですが)冬
の間の田ンボの トレー ドマークは 3ケ所の焚

き火の跡と青々 した冬草、そしていかにも踏

み固められて硬そうにしまった上、で しょう

が。少 し田ンポを人が歩きすぎたかな?最近

は大型機械を入れている田ンポの土が硬 くな

っているという話 も聞いたことがあるぞ。よ

し来年のシーズンオフはレンゲでも植えて…。

さて、 94年 12月 のたんぼ班の動きから

報告 します。

まず 12月 初旬の堆肥積み。 リヤカー2杯 と

車 1台 に積んだ落ち葉をベニヤで組んだ囲い

に放 り込み、間にヌカ 6 0kg、 ケイフン60
kgと 水。長グツでよ―く踏むと山もりの葉っ

ぱも程よくおさまる。 ビニールシー トに重 し

をのっけて来年春まで。毎月 1度の天地返 し。

100坪 の田には多す ぎる堆肥だけど、来年

はもっと広 く田ンポができるかもしれぬ、用

意するに越 したことはない。

さて、年が明けた。 94年のたんば班はそ

ういえば室内でゆっくり話 したことも、お互

いがきちんと顔合わせ したこともなかった。

ここまでやってこれたの も、皆 さん'土"に

関するキャリアと理解をもち、"土いじり'

に愛着をもっておられたから。毎回、田ンポ

に集まって「 あれやれ、これやれ」と言われ、

終われば「 おっかれ様」で解散 しても文句 ら

しい文句がでなかった (の か、聞こえてこな

かった)の は、皆さんの目的が何よりも田ン

大 木  健 次

ポ及び田ンポでの体験にあったか らだ…。 と

今さらながら感謝 し、安心 しても1度 くらい

ゆっくり話 し合わせ くらいしよう。というこ

とでシーズンオフなが ら反省会兼親睦会を企

画した。場所は農業高校 レス トハウス。参加

は少なかった し、話 しの進行等 もなしの集ま

りとはなったが、それなりの意味はあった。

小学生の班員が自分の作文をもってきたり

(報告書に掲載)、 うちのようなグループに

は中高生の後継者を育てる視点が必要という

話 しを聞 くことができたり。いつ もなが ら、

ぜいたくな農業高校 レス トハウスの 1日 では

あった。

そして 95年度第 1回の荒おこし。冬草ボ

ーポーの田ンポに久 しぶりの耕 うん機が入 っ

たのは 3月 5日 の事。前日の雨のせいで土は

十分に湿っており、予定の除草は早々にあき

らめ。改めて季節はもう春になっていること

を実感。冬草とりを冬の間にやっておくべき

だったと思いつつ、エンス トしたあげくキャ

ブレターの詰まった耕 うん機を前にどうする

こともできず、近所のエンジンに詳 しい人の

助けを求めに走 った。幸いエンジンは回復 し

た。アクセルとチ ョークの微妙な具合は以前

と違ったかもしれない。今後はガソリンを用

意 して耕 うんに臨むことにしよう。翌週 3月

12日 、またしても春の雨の しみわたった田

ンポを前に、草とりは一向に進まぬ。とりあ

えずあぜの草を刈 る。 4月 29日 種蒔きまで

にもう1度必要なら更に 1度、耕 うん機を入

れ耕す予定。皆さん既に田ンポは春です。徐

々に春です。新 しいメンバー、中高生達 もヨ

ロシク。田ンボで待 っています。

田


